
(57)【要約】

【課題】簡単で信頼性があると共に、圧力下での充填と

無圧充填を可能にする充填機を提供する。

【解決手段】垂直な機械軸線回りに回転駆動可能なロー

タ２と、このロータ２に設けられたタンク３と、ロータ

に設けられた多数の充填要素１と、排出口に開口し、充

填要素ケーシング９内に形成されたガス経路に接続され

たガス戻し管１３とを備えた、瓶２５または類似の容器

に液状充填物質を充填するための回転構造の充填機にお

いて、絞り２２を備えた開閉制御されないガス経路１９

が各々の充填要素１に形成され、このガス経路がガス戻

し管１３と、すべての充填要素１または充填要素のグル

ープにとって共通のロータ側の第１のガス戻し通路７と

を接続し、第１のガス経路制御弁２１．１を備えた開閉

制御される第１のガス経路が各充填要素１に形成され、

この第１のガス経路を介して、ガス戻し管１３がタンク

３のガス室４．１に接続可能である。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 垂 直 な 機 械 軸 線 回 り に 回 転 駆 動 可 能 な ロ ー タ （ ２ ， ３ ４ ） と 、 こ の ロ ー タ （ ２ ， ３ ４ ）
に 設 け ら れ た タ ン ク （ ３ ， ３ ５ ） と を 具 備 し 、 こ の タ ン ク の タ ン ク 室 （ ４ ， ３ ６ ） が 液 状
充 填 物 質 を 収 容 す る 液 体 室 （ ４ ． ２ ， ３ ６ ． ２ ） と そ の 上 に 位 置 す る ガ ス 室 （ ４ ． １ ， ３
６ ． １ ） を 形 成 し 、 更 に ロ ー タ （ ２ ， ３ ４ ） に 設 け ら れ た 多 数 の 充 填 要 素 （ １ ， １ ａ ， １
ｂ ， １ ｃ ） を 具 備 し 、 こ の 充 填 要 素 が 充 填 要 素 ケ ー シ ン グ （ ９ ） 内 に 、 液 体 弁 （ １ １ ） を
有 す る そ れ ぞ れ １ つ の 液 体 通 路 （ １ ０ ） を 備 え 、 こ の 液 体 通 路 が 液 体 室 （ ４ ． ２ ， ３ ６ ．
２ ） に 接 続 さ れ た 液 体 接 続 管 路 （ ２ ３ ） と ケ ー シ ン グ （ ９ ） の 下 面 （ ９ ． １ ） に 設 け ら れ
た 排 出 口 （ １ ５ ） と の 間 に 設 け ら れ 、 更 に 排 出 口 に 開 口 し 、 充 填 要 素 ケ ー シ ン グ （ ９ ） 内
に 形 成 さ れ た ガ ス 経 路 に 接 続 さ れ た ガ ス 戻 し 管 （ １ ３ ） を 具 備 し て い る 、 瓶 （ ２ ５ ） ま た
は 類 似 の 容 器 に 液 状 充 填 物 質 を 充 填 す る た め の 回 転 構 造 の 充 填 機 に お い て 、 少 な く と も １
つ の 絞 り （ ２ ２ ） を 備 え た 開 閉 制 御 さ れ な い ガ ス 経 路 （ １ ９ ） が 各 々 の 充 填 要 素 （ １ ， １
ａ ， １ ｂ ， １ ｃ ） に 形 成 さ れ 、 こ の ガ ス 経 路 が ガ ス 戻 し 管 （ １ ３ ） と 、 す べ て の 充 填 要 素
（ １ ， １ ａ ， １ ｂ ， １ ｃ ） ま た は 充 填 要 素 （ １ ， １ ａ ， １ ｂ ， １ ｃ ） の グ ル ー プ に と っ て
共 通 の ロ ー タ 側 の 第 １ の ガ ス 戻 し 通 路 （ ７ ） と を 接 続 し て い る こ と と 、 少 な く と も １ 個 の
第 １ の ガ ス 経 路 制 御 弁 （ ２ １ ． １ ） を 備 え た 開 閉 制 御 さ れ る 第 １ の ガ ス 経 路 が 各 充 填 要 素
（ １ ， １ ａ ， １ ｂ ， １ ｃ ） に 形 成 さ れ 、 こ の 第 １ の ガ ス 経 路 を 介 し て 、 ガ ス 戻 し 管 （ １ ３
） が タ ン ク （ ３ ， ３ ５ ） の ガ ス 室 （ ４ ． １ ， ３ ６ ． １ ） に 接 続 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す
る 充 填 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ガ ス 戻 し 管 （ １ ３ ） が 開 閉 制 御 さ れ る 第 １ の ガ ス 経 路 を 介 し て 、 す べ て の 充 填 要 素 （ １
， １ ａ ， １ ｂ ） ま た は 充 填 要 素 （ １ ， １ ａ ， １ ｂ ） の グ ル ー プ に と っ て 共 通 の ロ ー タ 側 の
捕 集 通 路 （ ５ ） に 接 続 可 能 で あ り 、 こ の 捕 集 通 路 自 体 が タ ン ク （ ３ ） の ガ ス 室 （ ４ ． １ ）
に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 充 填 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 各 充 填 要 素 に 容 器 支 持 体 （ ２ ６ ） が 付 設 さ れ 、 し か も 充 填 す べ き 容 器 （ ２ ５ ） を 充 填 要
素 （ １ ， １ ａ ， １ ｂ ） の 方 に 持 上 げ か つ 充 填 済 み 容 器 （ ２ ５ ） を 下 降 さ せ る た め に 付 設 さ
れ て い る こ と 、 充 填 要 素 ケ ー シ ン グ （ ９ ） 内 に チ ャ ン バ （ １ ８ ） が 形 成 さ れ 、 こ の チ ャ ン
バ が ガ ス 戻 し 管 （ １ ３ ） に 接 続 さ れ 、 容 器 支 持 体 （ ２ ６ ） を そ れ ぞ れ の 充 填 要 素 （ １ ， １
ａ ， １ ｂ ） の 方 に 動 か す 昇 降 装 置 の ピ ス ト ン （ ２ ９ ） が チ ャ ン バ 内 に 配 置 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 充 填 機 。
【 請 求 項 ４ 】
　 制 御 装 置 （ ４ １ ） を 備 え 、 こ の 制 御 装 置 に よ っ て 、 液 体 弁 （ １ １ ） と 第 １ の ガ ス 経 路 制
御 弁 （ ２ １ ． １ ） が 1-チ ャ ン バ -圧 力 充 填 の た め に 次 の よ う に 制 御 可 能 で あ り 、 す な わ ち
そ れ ぞ れ の 充 填 要 素 （ １ ａ ， １ ｂ ， １ ｃ ） と の シ ー ル 位 置 に あ る 容 器 （ ２ ５ ） に 予 圧 を 加
え る た め に 、 つ ま り タ ン ク （ ３ ， ３ ５ ） の ガ ス 室 （ ６ ． １ ， ３ ６ ． １ ） か ら の ガ ス で 容 器
に 予 圧 を 加 え る た め に 、 開 閉 制 御 可 能 な 第 １ の ガ ス 経 路 が 第 １ の ガ ス 経 路 制 御 弁 （ ２ １ ．
１ ） に よ っ て 開 放 さ れ 、 続 い て 急 速 充 填 の た め に 、 第 １ の ガ ス 経 路 制 御 弁 （ ２ １ ． １ ） の
開 放 状 態 で 、 液 体 弁 が 開 放 さ れ 、 そ し て 充 填 過 程 を 終 了 す る た め に 第 １ の ガ ス 経 路 制 御 弁
（ ２ １ ． １ ） と 液 体 弁 （ １ １ ） が 閉 鎖 さ れ る よ う に 制 御 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 充 填 機 。
【 請 求 項 ５ 】
　 制 動 充 填 の た め に 液 体 弁 （ １ １ ） の 開 放 時 に 、 開 閉 制 御 さ れ る 第 １ の ガ ス 経 路 （ ２ ０ ）
を 閉 じ る よ う に 、 第 １ の ガ ス 経 路 制 御 弁 （ ２ １ ． １ ） が 制 御 装 置 （ ４ １ ） に よ っ て 制 御 可
能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ 記 載 の 充 填 機 。
【 請 求 項 ６ 】
　 少 な く と も １ 個 の 第 ２ の ガ ス 経 路 制 御 弁 （ ２ １ ． ２ ） を 備 え た 開 閉 制 御 さ れ る 第 ２ の ガ
ス 経 路 が 、 各 充 填 要 素 （ １ ， １ ａ ， １ ｂ ） の ケ ー シ ン グ 内 で 、 開 閉 制 御 さ れ な い ガ ス 経 路
（ １ ９ ） の 絞 り （ ２ ２ ） に 対 し て 並 列 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ５
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の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 充 填 機 。
【 請 求 項 ７ 】
　 少 な く と も １ 個 の 絞 り （ ３ １ ） が 第 ２ の ガ ス 経 路 制 御 弁 （ ２ １ ． １ ） と 直 列 に 、 開 閉 制
御 さ れ る 第 ２ の ガ ス 経 路 内 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ６ 記 載 の 充 填 機 。
【 請 求 項 ８ 】
　 第 ２ の ガ ス 経 路 制 御 弁 （ ２ １ ． ２ ） が 、 圧 力 充 填 の た め に 閉 鎖 さ れ か つ 無 圧 充 填 の た め
に 開 放 さ れ る よ う に 、 制 御 装 置 （ ４ １ ） に よ っ て 制 御 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求
項 ６ ま た は ７ 記 載 の 充 填 機 。
【 請 求 項 ９ 】
　 充 填 機 の す べ て の 充 填 要 素 （ １ ａ ， １ ｃ ） ま た は 充 填 要 素 （ １ ａ ， １ ｃ ） の グ ル ー プ の
第 ２ の ガ ス 経 路 制 御 弁 （ ２ １ ． ２ ） が 、 共 通 の 制 御 導 体 を 介 し て 操 作 可 能 で あ る こ と を 特
徴 と す る 、 請 求 項 ６ ～ ８ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 充 填 機 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 液 体 弁 （ １ １ ） と 第 １ お よ び 第 ２ の ガ ス 経 路 制 御 弁 （ ２ １ ． １ ， ２ １ ． ２ ） が 無 圧 充 填
の 際 に 、 急 速 充 填 の た め に 第 ２ と 第 ３ の ガ ス 経 路 を 開 放 し 、 制 動 充 填 の た め に 第 ３ の ガ ス
経 路 だ け を 開 放 す る よ う に 、 制 御 装 置 （ ４ １ ） に よ っ て 制 御 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る
、 請 求 項 ６ ～ ９ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 充 填 機 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 液 体 弁 （ １ １ ） と 第 １ お よ び 第 ２ の ガ ス 経 路 制 御 弁 （ ２ １ ． １ ， ２ １ ． ２ ） が 3-チ ャ ン
バ -圧 力 充 填 の 際 に 、 充 填 要 素 （ １ ａ ， １ ｂ ） と の シ ー ル 位 置 に あ る そ れ ぞ れ の 容 器 （ ２
５ ） に 予 圧 を 加 え る た め に 第 ２ の ガ ス 経 路 を 開 放 し 、 容 器 （ ２ ５ ） の 急 速 充 填 の た め に 液
体 弁 （ １ １ ） の 開 放 時 に 第 ３ の ガ ス 経 路 を 開 放 し 、 か つ 第 ２ の ガ ス 経 路 を 閉 鎖 し 、 そ し て
そ れ に 続 く 制 動 充 填 の た め に 第 ２ と 第 ３ の ガ ス 経 路 を 閉 鎖 す る よ う に 、 制 御 装 置 （ ４ １ ）
に よ っ て 制 御 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ １ ０ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 充 填
機 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 好 ま し く は 第 ４ の 絞 り （ ３ １ ） と 直 列 に 第 ３ の ガ ス 経 路 制 御 弁 （ ２ １ ． ３ ） を 備 え た 開
閉 制 御 可 能 な 第 ３ の ガ ス 経 路 （ ３ ０ ） が 充 填 要 素 （ １ ｂ ） の ケ ー シ ン グ （ ９ ） 内 に 設 け ら
れ 、 し か も 開 閉 制 御 さ れ る 第 ２ の ガ ス 経 路 の 少 な く と も １ 個 の 絞 り （ ３ １ ） に 対 し て 並 列
に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ １ １ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 充 填 機 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 第 ３ の ガ ス 経 路 （ ３ ２ ） が 圧 力 充 填 の た め に 閉 鎖 さ れ 、 好 ま し く は 常 に 閉 鎖 さ れ 、 無 圧
充 填 の た め に 開 放 さ れ 、 好 ま し く は 常 に 開 放 さ れ る よ う に 、 第 ３ の ガ ス 経 路 制 御 弁 （ ２ １
． ２ ） が 制 御 装 置 （ ４ １ ） に よ っ て 制 御 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ １ ２ の
い ず れ か 一 つ に 記 載 の 充 填 機 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 容 積 式 充 填 の た め に 、 流 量 計 と し て 形 成 さ れ た セ ン サ （ ２ ４ ） が 、 そ れ ぞ れ の 充 填 要 素
（ １ ， １ ａ ， １ ｂ ） と タ ン ク （ ３ ） の 液 体 室 （ ４ ． ２ ） の 間 の 接 続 管 路 （ ２ ３ ） 内 に 設 け
ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ １ ３ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 充 填 機 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 充 填 高 さ 制 御 式 充 填 の た め に 、 充 填 要 素 （ １ ｃ ） が そ れ ぞ れ 充 填 高 さ を 測 定 す る プ ロ ー
ブ （ ３ ８ ） を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ １ ４ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 充 填
機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 瓶 ま た は 類 似 の 容 器 に 液 状 充 填 物 質 を 充 填 す る た め の 回 転 構 造 の 充 填 機 に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
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　 こ の 種 の 充 填 機 は 多 数 の 実 施 形 が 知 ら れ て お り 、 例 え ば 特 許 文 献 １ 、 特 許 文 献 ２ 、 特 許
文 献 ３ 、 特 許 文 献 ４ に 記 載 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 欧 州 特 許 出 願 公 開 第 １ ２ １ ６ ９ ５ ２ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ２ 】 独 国 実 用 新 案 登 録 第 ２ ０ ３ １ ５ ２ ５ ３ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ３ 】 欧 州 特 許 出 願 公 開 第 ０ ７ ５ ２ ３ ８ ８ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ４ 】 独 国 特 許 出 願 公 開 第 ３ ８ ４ ２ ５ ７ ８ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 充 填 機 と 充 填 要 素 の 構 造 が 簡 単 で 信 頼 性 が あ る と 共 に 、 圧 力 下 で の 充
填 と 無 圧 充 填 を 可 能 に す る 充 填 機 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 充 填 機 は 請 求 項 １ に 従 っ て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 充 填 機 の 運 転 準 備 が 出 来 た 状 態 で 、 液 状 充 填 物 質 が 充 填 機 の ロ ー タ に 設 け ら れ た タ ン ク
に 部 分 的 に 充 填 さ れ 、 そ れ に よ っ て こ の タ ン ク の 内 室 が 液 状 充 填 物 質 を 充 填 し た 液 体 室 と
、 そ の 上 に あ る ガ ス 室 を 形 成 し て い る 点 が 、 本 発 明 の す べ て の 実 施 形 に 共 通 し て い る 。 更
に 、 開 閉 制 御 さ れ ず 絞 ら れ た ガ ス 経 路 に 加 え て 、 開 閉 制 御 さ れ る 第 １ の ガ ス 通 路 が そ れ ぞ
れ の 充 填 要 素 内 に 設 け ら れ て い る 点 が 、 本 発 明 の す べ て の 実 施 形 に 共 通 し て い る 。 こ の ガ
ス 経 路 は 各 充 填 要 素 の ガ ス 戻 し 管 を 、 す べ て の 充 填 要 素 ま た は 充 填 要 素 の グ ル ー プ に と っ
て 共 通 で あ り ガ ス 戻 し 通 路 と し て の 働 き を す る 捕 集 通 路 に 接 続 す る 。 タ ン ク の ガ ス 室 は 上
記 の 第 １ の ガ ス 通 路 を 介 し て 開 閉 制 御 さ れ て 、 ガ ス 戻 し 管 ま た は こ の ガ ス 戻 し 管 内 に 形 成
さ れ た 通 路 に 接 続 可 能 で あ る 。 こ の 簡 単 化 さ れ た 実 施 形 に よ っ て 既 に 、 選 択 的 に 圧 力 充 填
（ 1-チ ャ ン バ -圧 力 充 填 ） と 無 圧 充 填 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 他 の 実 施 形 の 場 合 、 開 閉 制 御 さ れ な い ガ ス 経 路 と 開 閉 制 御 さ れ る 第 １ の ガ ス 経
路 に 加 え て 、 開 閉 制 御 さ れ る 第 ２ の ガ ス 経 路 と 絞 り を 有 す る ガ ス 経 路 が 、 各 充 填 要 素 に 設
け ら れ 、 こ の ガ ス 経 路 が 開 閉 制 御 さ れ な い ガ ス 経 路 の 絞 り に 対 し て 平 行 に 形 成 さ れ て い る
。 こ の 実 施 形 は 、 ガ ス 経 路 制 御 弁 の 純 粋 な 制 御 に よ っ て お よ び 絞 り ま た は ノ ズ ル を 交 換 し
な い で 、 少 な く と も ２ つ の 充 填 変 形 を 選 択 的 に 可 能 に し 、 し か も 1-チ ャ ン バ -圧 力 充 填 ま
た は 無 圧 充 填 あ る い は 1-チ ャ ン バ -圧 力 充 填 ま た は 3-チ ャ ン バ -圧 力 充 填 (不 活 性 ガ ス 予 圧
） を 可 能 に す る 。 　
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 従 っ て 、 そ れ ぞ れ の 液 体 弁 と 、 ガ ス 経 路 を 制 御 す る ガ ス 経 路 制 御 弁 を 適 切 に 制 御 す る こ
と に よ り 、 充 填 す べ き 充 填 物 質 の そ の 都 度 の 要 求 に 対 し て 充 填 方 法 を 最 適 に 適 合 さ せ る こ
と が で き る の で 、 充 填 機 と 充 填 要 素 の 簡 単 な 構 造 に よ っ て 、 広 範 囲 の 充 填 物 質 ス ペ ク ト ル
、 す な わ ち 特 に 広 範 囲 の 飲 料 ス ペ ク ト ル を 充 填 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 他 の 実 施 形 の 場 合 に は 、 各 充 填 要 素 が 、 開 閉 制 御 さ れ な い 絞 ら れ た ガ ス 経 路 と
開 閉 制 御 さ れ る 第 １ お よ び 第 ２ の ガ ス 経 路 に 付 加 し て 、 開 閉 制 御 さ れ 絞 ら れ た 、 す な わ ち
絞 り を 有 す る 第 ３ の ガ ス 経 路 を 備 え て い る 。 こ の 第 ３ の ガ ス 経 路 は 開 閉 制 御 さ れ る ガ ス 経
路 の 絞 り に 対 し て 平 行 に 配 置 さ れ て い る 。 開 閉 制 御 さ れ る こ の 第 ３ の ガ ス 経 路 の ガ ス 経 路
制 御 弁 は 、 圧 力 充 填 時 に 常 に 閉 鎖 さ れ 、 無 圧 充 填 時 に 常 に 開 放 さ れ る の で 、 充 填 機 の す べ
て の 充 填 要 素 の 開 閉 制 御 さ れ る こ の 第 ３ の ガ ス 経 路 の ガ ス 経 路 制 御 弁 は 、 共 通 の １ つ の 制
御 導 体 を 介 し て お よ び ／ ま た は 共 通 の １ つ の 制 御 要 素 を 介 し て 制 御 可 能 で あ る 。 そ れ に よ
っ て 、 多 数 の 異 な る 充 填 方 法 に も か か わ ら ず 、 き わ め て 簡 単 で 、 特 に コ ス ト を 低 減 し た 充
填 機 全 体 の 構 造 が 生 じ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
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　 本 発 明 の 他 の 実 施 形 は 従 属 請 求 項 の 対 象 で あ る 。 次 に 、 図 に 基 づ い て 本 発 明 の 実 施 の 形
態 を 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ に お い て １ は 充 填 要 素 で あ る 。 同 じ よ う な 多 数 の 充 填 要 素 が 垂 直 な 機 械 軸 線 回 り に
駆 動 可 能 な ロ ー タ ２ の 外 周 に 配 置 さ れ て い る 。 ロ ー タ ２ に は 更 に 、 タ ン ク ３ 、 例 え ば 環 状
タ ン ク が 設 け ら れ て い る 。 こ の タ ン ク の 内 室 ４ に は 液 状 充 填 物 質 が 部 分 的 に 、 す な わ ち レ
ベ ル Ｎ ま で レ ベ ル 制 御 し て 充 填 さ れ て い る の で 、 タ ン ク 内 室 ４ 内 に 上 側 の ガ ス 室 ４ ． １ と
下 側 の 液 体 室 ４ ． ２ が 形 成 さ れ て い る 。 充 填 中 、 ガ ス 室 ４ ． １ に は 、 接 続 口 ４ ． １ ． １ か
ら 供 給 さ れ る 不 活 性 ガ ス 、 例 え ば CO 2  ガ ス の 圧 力 が 加 え ら れ る 。 液 状 充 填 物 質 は 貯 蔵 容 器
か ら 接 続 口 ４ ． ２ ． １ を 経 て 液 体 室 ４ ． ２ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ロ ー タ ２ 内 に は 、 垂 直 な 機 械 軸 線 を 同 心 的 に 取 り 囲 む 、 充 填 機 の す べ て の 充 填 要 素 １ に
と っ て 共 通 の 分 配 通 路 ま た は 環 状 通 路 ５ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 分 配 通 路 ま た は 環 状 通 路
は 接 続 管 路 ６ を 介 し て ガ ス 室 ４ ． １ ま た は ガ ス 室 の 接 続 口 ４ ． １ ． １ に 接 続 さ れ て い る 。
ロ ー タ ２ 内 に は 、 垂 直 な 機 械 軸 線 を 同 心 的 に 取 り 囲 む 、 充 填 機 の す べ て の 充 填 要 素 １ に と
っ て 共 通 の 他 の 捕 集 通 路 ま た は 環 状 通 路 ７ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 捕 集 通 路 ま た は 環 状 通
路 は 管 路 ８ を 介 し て 大 気 の 方 へ 脱 気 さ れ 、 お よ び ／ ま た は 洗 浄 お よ び ／ ま た は 不 活 性 ガ ス
の 回 収 の た め の 装 置 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 充 填 要 素 １ は 充 填 要 素 ケ ー シ ン グ ９ を 備 え て い る 。 こ の 充 填 要 素 ケ ー シ ン グ ９ 内 に は 、
液 体 弁 １ １ を 備 え た 液 体 通 路 １ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 液 体 弁 は 液 体 通 路 １ ０ 内 の 弁 座
と 協 働 す る 弁 体 １ ２ か ら な っ て い る 。 こ の 弁 体 は 充 填 要 素 軸 線 Ｆ Ａ と 同 軸 に 配 置 さ れ た ガ
ス 戻 し 管 １ ３ に 設 け ら れ て い る 。 ガ ス 戻 し 管 は 液 体 弁 １ １ を 開 閉 す る た め に 操 作 装 置 １ ４
に よ っ て 設 定 さ れ た ス ト ロ ー ク だ け 軸 線 Ｆ Ａ の 方 向 に 移 動 可 能 で あ る 。 図 示 し た 実 施 の 形
態 の 場 合 、 操 作 装 置 １ ４ は 液 体 弁 １ １ を 開 放 位 置 に 付 勢 す る 戻 し ば ね と 、 ガ ス 戻 し 管 １ ３
と 弁 体 １ ２ を 閉 鎖 位 置 に 移 動 さ せ て そ こ で 保 持 す る 空 気 圧 シ リ ン ダ と か ら な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 液 体 通 路 １ ０ は 下 面 ９ ． １ に 環 状 の 排 出 口 １ ５ を 形 成 し て い る 。 こ の 排 出 口 は 環 状 の シ
ー ル １ ６ と セ ン タ リ ン グ 要 素 （ 位 置 決 め 要 素 ） １ ７ と に よ っ て 取 り 囲 ま れ て い る 。 排 出 口
１ ５ の 範 囲 内 に は 、 ガ ス 戻 し 管 １ ３ の 開 放 し た 下 端 が 設 け ら れ て い る 。 ガ ス 戻 し 管 １ ３ の
開 放 し た 上 端 は ケ ー シ ン グ ９ 内 に 形 成 さ れ た チ ャ ン バ １ ８ に 開 口 し て い る 。 こ の チ ャ ン バ
は ケ ー シ ン グ ９ 内 に 形 成 さ れ た 開 閉 制 御 さ れ な い ガ ス 通 路 １ ９ を 介 し て 、 す べ て の 充 填 要
素 １ に と っ て 共 通 の 環 状 通 路 ７ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ケ ー シ ン グ ９ 内 に 更 に 、 開 閉 制 御 さ れ る 第 １ の ガ ス 通 路 ２ ０ が 設 け ら れ て い る 。 こ の ガ
ス 通 路 は す べ て の 充 填 要 素 １ に と っ て 共 通 の 環 状 通 路 ５ と 充 填 要 素 １ 内 に 形 成 さ れ た ガ ス
通 路 １ ９ と の 間 に 延 設 さ れ て い る 。 そ し て 、 ガ ス 通 路 ２ ０ 内 に は 、 空 気 圧 で 開 閉 制 御 可 能
な 第 １ の ガ ス 経 路 制 御 弁 （ ガ ス 方 向 制 御 弁 ） ２ １ ． １ （ ガ ス シ リ ン ダ ） が 設 け ら れ て い る
。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ガ ス 通 路 １ ９ 内 に は ノ ズ ル ま た は 絞 り ２ ２ が 配 置 さ れ て い る 。 こ の ノ ズ ル ま た は 絞 り は
設 定 さ れ た 流 路 横 断 面 を 有 し 、 ガ ス 通 路 ２ ０ が ガ ス 通 路 １ ９ に 開 口 し て い る 場 所 に 、 し か
も こ の 開 口 部 か ら 環 状 通 路 ５ に 至 る ガ ス 通 路 １ ９ の 区 間 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 液 体 通 路 １ ０ は 排 出 口 １ ５ か ら 離 れ た 位 置 に あ る そ の 端 部 が 、 各 充 填 要 素 １ の た め に 個
別 に 設 け ら れ た 管 路 ２ ３ に よ っ て 液 体 室 ４ ． ２ に 接 続 さ れ て い る 。 こ の 管 路 ２ ３ に は 、 充
填 過 程 を 容 積 制 御 す る た め に 、 流 量 を 測 定 す る セ ン サ ２ ４ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 そ の 都 度 充 填 す べ き 瓶 ２ ５ は 、 充 填 過 程 の 間 容 器 支 持 体 ま た は 瓶 支 持 体 ２ ６ に 保 持 さ れ
る 。 こ の 容 器 支 持 体 ま た は 瓶 支 持 体 は 図 示 し た 実 施 の 形 態 で は 、 各 々 の 瓶 ２ ５ の 開 口 部 の
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下 方 に お い て 瓶 首 部 に 形 成 さ れ た 半 径 方 向 に 突 出 す る フ ラ ン ジ に 係 合 す る 。 瓶 支 持 体 は 瓶
２ ５ の 昇 降 の た め 、 特 に 瓶 ２ ５ の 開 口 エ ッ ジ を シ ー ル １ ６ に 押 し 付 け る た め に 、 軸 線 Ｆ Ａ
方 向 に 所 定 の ス ト ロ ー ク だ け 移 動 さ せ る こ と が で き 、 し か も 制 御 ロ ー ラ ２ ７ に よ っ て 制 御
し て 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 制 御 ロ ー ラ は 図 示 し て い な い 往 復 ロ ッ ド を 介 し て 瓶 支
持 体 ２ ３ に 連 結 さ れ 、 ロ ー タ ２ と 一 緒 に 回 転 し な い 制 御 カ ム と 協 働 す る 。 容 器 支 持 体 ２ ６
は 圧 縮 ば ね ２ ８ に よ っ て お よ び ピ ス ト ン ２ ９ に 作 用 す る チ ャ ン バ １ ８ 内 の 圧 力 に よ っ て 、
上 向 き 運 動 の た め に 付 勢 さ れ て い る の で 、 圧 力 充 填 の 際 “ 自 己 押 し 付 け ” が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ の 充 填 シ ス テ ム に よ っ て 、 特 に １ － チ ャ ン バ － 圧 力 充 填 が 可 能 で あ り 、 し か も 次 の
方 法 ス テ ッ プ に よ っ て 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 、 唯 一 の ガ ス 経 路 制 御 弁 ２ １ ． １ は 、 以 下 に
お い て 開 放 位 置 で あ る と は っ き り 記 載 し な い 限 り 、 閉 鎖 位 置 に あ る 。

　 充 填 過 程 の 開 始 時 に 、 各 々 の 瓶 ２ ５ は 瓶 入 口 で 、 下 降 し た 瓶 支 持 体 ２ ６ に 挿 入 さ れ 、 続
い て ば ね ２ ８ の 力 に よ っ て 持 上 げ ら れ る 。

　 そ れ に 続 い て 、 ガ ス 室 ４ ． １ ま た は 環 状 通 路 ５ か ら の 、 圧 力 下 に あ る 不 活 性 ガ ス に よ る
、 瓶 ２ ５ の 予 圧 が 行 わ れ る 。 そ の た め に 、 ガ ス 経 路 制 御 弁 ２ １ ． １ が 開 放 さ れ 、 そ れ に よ
っ て 予 圧 ガ ス が 開 放 し た ガ ス 通 路 ２ ０ と チ ャ ン バ １ ８ と ガ ス 戻 し 管 １ ３ を 経 て 瓶 ２ ５ に 流
入 す る こ と が で き る 。 チ ャ ン バ １ ８ 内 で 上 昇 す る 圧 力 に よ っ て 、 瓶 ２ ５ の 開 口 エ ッ ジ が シ
ー ル １ ６ に 対 し て 自 動 的 に 更 に 押 し 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 絞 り ２ ２ は 、 比 較 的 に 少 量 の 不 活 性 ガ ス が 環 状 通 路 ７ に 流 れ る よ う に 選 定 さ れ て い る 。

　 弁 ２ １ ． １ を 更 に 開 放 す る と 、 液 体 弁 １ １ も 開 放 す る の で 、 液 状 充 填 物 質 は 排 出 口 １ ５
か ら 、 充 填 要 素 １ と の シ ー ル 位 置 に あ る 他 の 瓶 ２ ５ 内 に 流 れ 、 そ の 際 瓶 か ら 押 し の け ら れ
た ガ ス は ガ ス 戻 し 管 １ ３ を 経 て 、 そ し て 大 部 分 が 開 放 し た ガ ス 通 路 ２ ０ と 環 状 通 路 ５ を 経
て ガ ス 室 ４ ． １ に 逆 流 す る 。 一 方 、 押 し の け ら れ た ガ ス の 少 量 の 部 分 は 絞 り ２ ２ と 環 状 通
路 ７ を 経 て 排 出 さ れ る 。

　 液 体 弁 １ １ が 更 に 開 放 さ れ る と 、 ガ ス 経 路 制 御 弁 ２ ０ ． １ が 閉 鎖 さ れ る の で 、 瓶 ２ ５ か
ら 押 し の け ら れ た ガ ス は 絞 り ２ ２ と 環 状 通 路 ７ だ け を 経 て 流 出 可 能 で あ る 。

　 設 定 さ れ た 充 填 物 質 量 が 瓶 ２ ５ 内 に 達 し た こ と が 、 セ ン サ ２ ４ に よ っ て 検 出 さ れ る や 否
や 、 液 体 弁 も 閉 鎖 さ れ る 。

　 液 体 弁 １ １ の 閉 鎖 後 、 瓶 ２ ５ の 内 部 の 圧 力 の 逃 が し が ガ ス 通 路 １ ９ と 絞 り ２ ２ を 経 て 環
状 通 路 ７ へ 行 わ れ る の で 、 予 備 逃 が し の 後 で 、 ロ ー ラ ２ ７ と 協 働 す る 瓶 出 口 の 制 御 カ ム に
よ っ て 、 瓶 支 持 体 ２ ６ が 下 降 し 、 充 填 済 み 瓶 ２ ５ が 取 り 出 し 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の １ － チ ャ ン バ － 圧 力 充 填 は 特 に Ｃ Ｏ 2  を 含 有 す る ソ フ ト ド リ ン ク や ミ ネ ラ ル ウ ォ ー
タ に 適 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ は 他 の 実 施 の 形 態 と し て の 充 填 要 素 １ ａ を 示 し て い る 。 こ の 充 填 要 素 は 実 質 的 に 、
ガ ス 通 路 １ ９ ， ２ ０ に 加 え て 開 閉 制 御 さ れ る 第 ２ の ガ ス 通 路 ３ ０ が ケ ー シ ン グ ９ 内 に 設 け
ら れ て い る 点 が 、 充 填 要 素 １ と 異 な っ て い る 。 こ の 第 ２ の ガ ス 通 路 ３ ０ は チ ャ ン バ １ ８ と
ガ ス 通 路 １ ９ の 間 に 延 設 さ れ 、 こ の 第 ２ の ガ ス 通 路 内 に は 第 ２ の ガ ス 経 路 制 御 弁 ２ １ ． ２
が 絞 り ３ １ と 直 列 に 設 け ら れ て い る 。 ガ ス 通 路 ３ ０ は 絞 り ２ ２ と 環 状 通 路 ７ の 間 の ガ ス 通
路 １ ９ の 部 分 区 間 に 開 口 し 、 そ れ に よ っ て 機 能 的 に は 絞 り ２ ２ に 対 し て 並 列 に 設 け ら れ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
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　 充 填 要 素 １ ａ に よ っ て 、 上 記 の １ － チ ャ ン バ － 圧 力 充 填 が 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 、 ガ ス
経 路 制 御 弁 ２ １ ． １ だ け が 開 閉 制 御 さ れ 、 し か も 充 填 要 素 １ に 関 連 し て １ － チ ャ ン バ － 圧
力 充 填 に つ い て 上 述 し た よ う に 開 閉 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 充 填 要 素 １ ａ に よ っ て 更 に 、 無 圧 の 充 填 が 可 能 で あ る 。 こ の 無 圧 充 填 は 特 に 泡 立 た な い
水 、 防 腐 剤 を 有 す る 果 汁 飲 料 を 充 填 す る た め に 適 し 、 こ の 無 圧 充 填 の 場 合 ガ ス 経 路 制 御 弁
２ １ ． ２ が 常 に 開 放 し 、 ガ ス 室 ４ ． １ が 大 気 圧 ま た は ほ ぼ 大 気 圧 を 有 す る 。 こ の 無 圧 充 填
は 次 の 方 法 ス テ ッ プ で 行 わ れ る 。

　 瓶 入 口 で 、 各 々 の 瓶 ２ ５ は 挿 入 さ れ 、 充 填 要 素 １ ａ に 対 す る シ ー ル 位 置 ま で 持 上 げ ら れ
る 。

　 弁 ２ １ ． １ と ２ １ ． ２ を 開 放 す る と 、 液 体 弁 １ １ が 開 放 す る の で 、 充 填 物 質 は 排 出 口 １
５ か ら 瓶 ２ ５ 内 に 流 れ 、 そ の 際 瓶 ２ ５ か ら 押 し の け ら れ た 空 気 は 開 放 し た ガ ス 通 路 ２ ０ と
同 様 に 開 放 し た ガ ス 通 路 ３ ０ を 経 て 流 出 可 能 で あ り 、 し か も 環 状 通 路 ５ を 経 て 接 続 口 ４ ．
１ ． １ お よ び 環 状 通 路 ７ へ そ し て 管 路 ８ を 経 て 大 気 に 流 出 可 能 で あ る 。

　 制 動 充 填 の た め に 、 ガ ス 経 路 制 御 弁 ２ ０ ． １ が 閉 鎖 さ れ 、 更 に ガ ス 通 路 ３ ０ が 開 放 さ れ
る と 、 押 し の け ら れ た 空 気 は 絞 り ２ ２ ， ３ １ を 流 通 し 、 そ れ に よ っ て 制 動 さ れ た 充 填 が 行
わ れ る 。

　 ガ ス 経 路 制 御 弁 ２ １ ． ２ が 開 放 さ れ 、 ガ ス 経 路 制 御 弁 ２ １ ． １ が 閉 鎖 さ れ る と 、 セ ン サ
２ ４ の 信 号 に よ っ て 制 御 さ れ て 、 液 体 弁 １ １ が 閉 鎖 さ れ 、 充 填 済 み 瓶 が 下 降 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 記 の 充 填 方 法 （ １ － チ ャ ン バ － 圧 力 充 填 ま た は 無 圧 充 填 ） の 場 合 、 す べ て の 充 填 要 素
１ ａ の ガ ス 経 路 制 御 弁 ２ １ ． ２ を 共 通 の １ つ の 環 状 管 路 お よ び 制 御 管 路 に 接 続 し 、 こ の 共
通 の 制 御 管 路 を 介 し て 制 御 し 、 し か も １ － チ ャ ン バ － 圧 力 充 填 の た め の 閉 鎖 状 態 と 無 圧 充
填 の た め の 開 放 状 態 に 制 御 す る こ と が で き る 。 そ れ に よ っ て 、 充 填 機 は ガ ス 経 路 制 御 弁 ２
１ ． １ ， ２ １ ． ２ を 制 御 す る こ と に よ っ て 両 充 填 方 法 の 間 で き わ め て 簡 単 に 切 換 え 可 能 で
あ る だ け で な く 、 す べ て の 充 填 要 素 １ ａ の ガ ス 経 路 制 御 弁 ２ １ ． ２ の た め に １ つ の 制 御 管
路 お よ び ／ ま た は １ つ の 制 御 要 素 で 済 む 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ガ ス 経 路 制 御 弁 ２ １ ． １ ， ２ １ ． ２ を 制 御 す る こ と に よ り 、 １ － チ ャ ン バ － 圧 力 充 填 ま
た は ３ － チ ャ ン バ － 圧 力 充 填 が 充 填 要 素 １ ａ に よ っ て 可 能 で あ る 。 ガ ス 室 ４ ． １ が 圧 力 下
の 不 活 性 ガ ス を 有 す る ３ － チ ャ ン バ － 圧 力 充 填 は 、 次 の 方 法 ス テ ッ プ を 有 す る 。

　 瓶 入 口 で 、 各 々 の 瓶 ２ ５ は 瓶 支 持 体 ２ ６ に よ っ て 持 上 げ ら れ 、 瓶 開 口 部 が 充 填 要 素 に 対
す る シ ー ル 位 置 ま で も た ら さ れ る 。

　 ガ ス 経 路 制 御 弁 ２ １ ． １ の 開 放 に よ っ て 、 瓶 ２ ５ の 予 圧 と 付 加 的 な 押 し 付 け が 行 わ れ る
。

　 ガ ス 経 路 制 御 弁 ２ １ ． １ を 閉 鎖 し 、 ガ ス 経 路 制 御 弁 ２ １ ． ２ を 開 放 し た 後 で 、 液 体 弁 １
１ の 開 放 が 行 わ れ る の で 、 液 状 充 填 物 質 は 排 出 口 １ ５ か ら 瓶 ２ ５ に 流 れ 、 瓶 か ら 押 し の け
ら れ た ガ ス は ガ ス 戻 し 管 １ ３ と 開 放 し た ガ ス 通 路 ３ ０ を 経 て 並 び に ガ ス 通 路 １ ９ 内 に 設 け
ら れ た 絞 り ２ ２ を 経 て 環 状 通 路 ７ に 流 れ 、 そ こ か ら 管 路 ８ を 経 て 排 出 さ れ る 。

　 液 体 弁 １ １ が 更 に 開 放 さ れ る と 、 ガ ス 経 路 制 御 弁 ２ １ ． ２ が 閉 鎖 さ れ る の で 、 瓶 ２ ５ か
ら 押 し の け ら れ た ガ ス は ガ ス 通 路 １ ９ と 絞 り ２ ２ を 経 て 環 状 通 路 ７ に 流 れ る こ と が で き る
。
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　 更 に ガ ス 経 路 制 御 弁 ２ １ ． １ ． ２ １ ． ２ が 閉 鎖 さ れ る と 、 液 体 弁 が セ ン サ ２ ４ の 信 号 に
よ っ て 制 御 さ れ て 閉 鎖 さ れ る の で 、 ガ ス 通 路 １ ９ と そ こ の 絞 り ２ ２ を 経 て 、 圧 力 予 備 逃 が
し と 鎮 静 化 を 行 い 、 圧 力 予 備 逃 が し の 後 で 充 填 済 み 瓶 ２ ５ を 瓶 支 持 体 ２ ６ に よ っ て 下 降 さ
せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 充 填 要 素 １ ａ に よ る ３ － チ ャ ン バ － 圧 力 充 填 は 特 に 、 例 え ば 果 実 シ ョ ル レ 、 等 張 飲 料 、
健 康 飲 料 、 ビ タ ミ ン Ｃ を 含 む 飲 料 の よ う な 、 少 量 の Ｃ Ｏ 2  を 含 む 、 酸 素 に 敏 感 な 飲 料 の た
め に 適 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ３ は 他 の 実 施 の 形 態 と し て の 充 填 要 素 １ ｂ を 示 し て い る 。 こ の 充 填 要 素 は 、 開 閉 制 御
さ れ る 第 ３ の ガ ス 通 路 ３ ２ が 充 填 要 素 ケ ー シ ン グ ９ 内 に 形 成 さ れ て い る 点 が 充 填 要 素 １ ａ
と 異 な っ て い る 。 こ の 第 ３ の ガ ス 通 路 は 環 状 通 路 ７ に 直 接 接 続 さ れ た ガ ス 通 路 １ ９ の 区 間
と 、 ガ ス 経 路 制 御 弁 ２ １ ． ２ と ガ ス 通 路 １ ９ の 間 に あ る ガ ス 通 路 ３ ０ の 区 間 と の 間 に 延 設
さ れ 、 ガ ス 経 路 制 御 弁 ２ １ ． １ と 絞 り ３ １ の 間 で ガ ス 通 路 ３ ０ の こ の 区 間 に 開 口 し て い る
。 そ れ に よ っ て 、 開 閉 制 御 可 能 な 第 ３ の ガ ス 通 路 ３ ２ が 絞 り ３ １ と 並 列 に 設 け ら れ て い る
。 ガ ス 通 路 ３ ２ 内 に は 、 絞 り ３ ３ と 直 列 に 第 ３ の ガ ス 経 路 制 御 弁 ２ １ ． ３ が 設 け ら れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 充 填 要 素 １ ｂ に よ っ て 、 上 記 の す べ て の 充 填 方 法 、 す な わ ち 1-チ ャ ン バ － 圧 力 充 填 、 無
圧 充 填 お よ び ３ -チ ャ ン バ － 圧 力 充 填 が 上 記 の 方 法 で 可 能 で あ り 、 し か も ノ ズ ル ま た は 絞
り を 交 換 せ ず に 、 液 体 弁 １ １ と ガ ス 経 路 制 御 弁 ２ １ ． １ ， ２ １ ． ２ を 制 御 す る こ と に よ っ
て 可 能 で あ る 。 す べ て の 充 填 要 素 １ ｂ の ガ ス 経 路 制 御 弁 ２ １ ． ３ は 共 通 の 制 御 管 路 を 介 し
て 制 御 可 能 で あ る 。 す な わ ち 、 弁 ２ １ ． ３ の 空 気 圧 操 作 時 に 、 １ 個 の 電 磁 弁 に よ っ て 操 作
さ れ る 共 通 の 空 気 圧 制 御 管 路 を 介 し て 制 御 可 能 で あ る 。 1-チ ャ ン バ － 圧 力 充 填 と ３ -チ ャ
ン バ － 圧 力 充 填 の 際 、 弁 ２ １ ． ３ は 常 に 閉 鎖 さ れ 、 無 圧 充 填 の 際 常 に 開 放 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 特 に 無 圧 充 填 の 際 、 瓶 ２ ５ を 挿 入 し て 持 ち 上 げ る と き に 、 ガ ス 経 路 制 御 弁 ２ １ ． １ ， ２
１ ． ２ が 閉 鎖 さ れ 、 ガ ス 経 路 制 御 弁 ２ １ ． ３ が 開 放 さ れ る 。 充 填 要 素 １ ｂ の ガ ス 経 路 制 御
弁 ２ １ ． １ ， ２ １ ． ２ ， ２ １ ． ３ は 、 急 速 充 填 の 間 ３ 個 の す べ て の ガ ス 経 路 制 御 弁 が 開 放
さ れ 、 制 動 充 填 の 間 両 ガ ス 経 路 制 御 弁 ２ １ ． ２ ， ２ １ ． ３ が 開 放 さ れ 、 充 填 終 了 時 に 瓶 を
下 降 さ せ る 際 に ガ ス 経 路 制 御 弁 ２ １ ． ３ だ け が 開 放 さ れ る よ う に 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 充 填 要 素 １ ｂ に よ る ３ -チ ャ ン バ － 圧 力 充 填 は 特 に 少 量 の Ｃ Ｏ 2  を 含 む 果 実 シ ョ ル レ 、
微 生 物 や 酸 素 に 敏 感 な 飲 料 、 特 に 果 汁 飲 料 、 少 量 の Ｃ Ｏ 2  を 含 む 等 張 飲 料 や 健 康 飲 料 に 適
し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 充 填 要 素 １ ｂ に よ る 無 圧 充 填 は 特 に 果 汁 、 果 汁 飲 料 、 ア イ ス テ ィ ー 、 等 張 飲 料 お よ び Ｃ
Ｏ 2  を 含 ん で い な い 健 康 飲 料 に 適 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 個 々 の 充 填 方 法 と そ の 有 利 な 使 用 は 、 次 の よ う に 表 に ま と め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 充 填 要 素 １ ａ を 使 用 す る 場 合 、 必 要 な 充 填 シ ス テ ム ま た は 必 要 な 充 填 変 形 （ 変 形 １ ま た
は 変 形 ２ ） に 応 じ て 、 異 な る 大 き さ の ノ ズ ル ま た は 絞 り ２ ２ ， ３ １ お よ び ／ ま た は ３ ３ が
使 用 さ れ る 。 す な わ ち 、 ノ ズ ル を 交 換 す る こ と に よ っ て 、 充 填 機 を 変 形 １ か ら 変 形 ２ に 切
り 換 え る こ と が で き る 。 こ の 変 形 １ で は 、 ガ ス 経 路 制 御 弁 ２ １ ． １ と ２ １ ． ２ を 制 御 す る
こ と に よ っ て 、 1-チ ャ ン バ － 圧 力 充 填 か ら 無 圧 充 填 に 切 り 換 え る こ と が で き る 。 変 形 ２ で
は 、 ガ ス 経 路 制 御 弁 ２ １ ． １ ， ２ １ ． ２ を 制 御 す る こ と に よ っ て 、 1-チ ャ ン バ － 圧 力 充 填
か ら 3-チ ャ ン バ － 圧 力 充 填 に 切 り 換 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ４ は 他 の 実 施 の 形 態 と し て 、 充 填 要 素 １ ｃ と 、 充 填 機 と 共 に 回 転 す る 構 造 の ロ ー タ ３
４ を 示 し て い る 。 こ の ロ ー タ は 一 部 だ け を 示 し て い る 。 ロ ー タ ３ ４ 上 に は タ ン ク ３ ５ （ 例
え ば 環 状 タ ン ク ） が 設 け ら れ 、 こ の タ ン ク は 液 状 充 填 物 質 を 部 分 的 に 充 填 し た タ ン ク 内 室
３ ６ と 、 そ れ に よ っ て 形 成 さ れ た 上 側 の ガ ス 室 ３ ６ ． １ お よ び 下 側 の 液 体 室 ３ ６ ． ２ を 備
え て い る 。 こ の ガ ス 室 と 液 体 室 は 図 １ ～ ３ の ガ ス 室 ４ ． １ ま た は 液 体 室 ４ ． ２ に 対 応 し て
い る 。 各 充 填 要 素 １ ｃ ま た は 各 充 填 要 素 内 に 形 成 さ れ た ガ ス 通 路 ２ ０ は 、 接 続 管 路 ６ に 対
応 す る 接 続 管 路 ３ ７ を 介 し て 、 ガ ス 室 ３ ６ ． １ に 直 接 接 続 さ れ て い る 。 充 填 要 素 １ ｃ の 構
造 、 特 に ガ ス 経 路 の 制 御 構 造 、 す な わ ち ガ ス 経 路 制 御 弁 ２ １ ． １ ， ２ １ ． ２ と 、 液 体 弁 １
１ の 制 御 は 、 図 ２ の 充 填 要 素 １ ａ に 一 致 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 充 填 要 素 １ ｃ は 、 容 積 制 御 式 充 填 の 代 わ り に 、 充 填 高 さ 制 御 式 充 填 が 行 わ れ 、 そ の た め
に 充 填 機 の 各 充 填 要 素 １ ｃ が 充 填 高 さ を 測 定 す る プ ロ ー ブ ３ ８ を 備 え て い る 点 だ け が 、 充
填 要 素 １ ａ と 異 な っ て い る 。 こ の プ ロ ー ブ は 充 填 の 際 に そ の 尖 端 が そ れ ぞ れ の 瓶 ２ ５ 内 に
挿 入 さ れ る 。 他 の 相 違 点 は 、 各 充 填 要 素 に 設 け ら れ た 瓶 支 持 体 ２ ６ の 代 わ り に 、 昇 降 装 置
３ ９ ． １ に よ っ て 制 御 さ れ る １ 個 の 瓶 支 持 体 ３ ９ が 設 け ら れ て い る こ と に あ る 。 こ の 瓶 支
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持 体 は そ れ ぞ れ の 瓶 ２ ５ の 瓶 首 部 に 形 成 さ れ た 突 出 す る フ ラ ン ジ に 係 合 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 充 填 要 素 １ ｃ を 用 い 、 そ し て 液 体 弁 １ １ と 両 ガ ス 経 路 制 御 弁 ２ １ ． １ ， ２ １ ． ２ を 制 御
す る こ と に よ り 、 充 填 要 素 １ ａ を 備 え た 充 填 機 に 関 し て 上 述 し た 充 填 方 法 と 同 じ 充 填 方 法
が 可 能 で あ り 、 そ の 都 度 の 充 填 終 了 が プ ロ ー ブ ３ ８ の 信 号 に よ っ て 行 わ れ る 点 だ け が 異 な
っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 図 ４ の 充 填 機 は 、 瓶 支 持 体 ３ ９ の 代 わ り に 瓶 支 持 体 ４ ０ を 備 え る よ
う に 形 成 可 能 で あ る 。 こ の 瓶 支 持 体 ４ ０ 上 に そ れ ぞ れ の 瓶 ２ ５ の 底 が 載 り 、 こ の 瓶 支 持 体
は そ れ ぞ れ の 瓶 ２ ５ の 昇 降 の た め に 図 示 し て い な い 昇 降 装 置 に よ っ て 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 上 記 の す べ て の 実 施 の 形 態 に お い て 、 液 体 弁 １ １ と そ れ ぞ れ の ガ ス 経 路 制 御 弁 ２ １ ． １
， ２ １ ． ２ ま た は ２ １ ． ３ の 制 御 は 、 充 填 機 の 中 央 制 御 装 置 ４ １ （ コ ン ピ ュ ー タ ） に よ っ
て 行 わ れ る 。 図 示 し た 実 施 の 形 態 の 場 合 、 ガ ス 経 路 制 御 弁 ２ １ ． １ ， ２ １ ． ２ ま た は ２ １
． ３ は 空 気 圧 操 作 の 弁 で あ る 。 こ の 弁 は 図 示 し て い な い 電 気 制 御 可 能 な 空 気 圧 弁 と 、 同 様
に 図 示 し て い な い 空 気 圧 制 御 管 路 と を 介 し て 、 制 御 装 置 ４ １ に よ っ て 必 要 な 方 法 で 制 御 さ
れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 上 記 の す べ て の 実 施 の 形 態 に お い て 、 液 状 充 填 物 質 が 各 々 の タ ン ク ３ ま た は ３ ５ に 部 分
的 に の み 充 填 さ れ る の で 、 こ の タ ン ク 内 に ガ ス 室 ４ ． １ ま た は ３ ６ ． １ と 液 体 室 ４ ． ２ ま
た は ３ ６ ． ２ が 生 じ る 。 タ ン ク 内 室 の 充 填 物 質 表 面 の レ ベ ル Ｎ は レ ベ ル 制 御 装 置 ４ ２ に よ
っ て 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ３ に 示 し た 実 施 の 形 態 の 場 合 、 電 気 制 御 可 能 な 弁 ４ ３ ， ４ ４ と 電 気 制 御 可 能 な 他 の 弁
４ ５ が 、 ガ ス 室 ４ ． １ と 捕 集 通 路 ま た は 環 状 通 路 ５ の 間 の 接 続 管 路 ６ に お い て 、 ガ ス 室 ４
． １ の 付 加 的 な 接 続 口 に 設 け ら れ て い る 。 し か も 、 充 填 機 の Ｃ Ｉ Ｐ 洗 浄 の 際 の 洗 浄 液 の 流
路 を 制 御 す る た め に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 を 実 施 の 形 態 に 基 づ い て 説 明 し た 。 本 発 明 の 根 底 を な す 思 想 を 逸 脱 す る こ と な く
、 多 数 の 変 更 が 可 能 で あ る こ と が 理 解 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 図 １ 】 液 状 充 填 物 質 を 容 器 ま た は 瓶 に 充 填 す る た め に 回 転 構 造 の 充 填 機 の １ 個 の 充 填 要
素 を 、 充 填 機 の ロ ー タ お よ び ロ ー タ 上 に 設 け ら れ た 充 填 物 質 用 タ ン ク と 共 に 、 概 略 的 に 示
す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 充 填 要 素 の 変 形 を 示 す 、 図 １ と 同 様 な 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 充 填 要 素 の 変 形 を 示 す 、 図 １ と 同 様 な 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 充 填 要 素 の 変 形 を 示 す 、 図 １ と 同 様 な 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 充 填 要 素 の 変 形 を 示 す 、 図 １ と 同 様 な 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
１ ， １ ａ ， １ ｂ 　 　 充 填 要 素
２ 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ ー タ
３ 　 　 　 　 　 　 　 　 タ ン ク
４ 　 　 　 　 　 　 　 　 タ ン ク 内 室
４ ． １ 　 　 　 　 　 　 ガ ス 室
４ ． ２ 　 　 　 　 　 　 液 体 室
４ ． １ ． １ 　 　 　 　 接 続 口
４ ． ２ ． １ 　 　 　 　 接 続 口
５ 　 　 　 　 　 　 　 　 環 状 通 路
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６ 　 　 　 　 　 　 　 　 管 路
７ 　 　 　 　 　 　 　 　 環 状 通 路
８ 　 　 　 　 　 　 　 　 管 路
９ 　 　 　 　 　 　 　 　 充 填 要 素 の ケ ー シ ン グ
９ ． １ 　 　 　 　 　 　 ケ ー シ ン グ 下 面
１ ０ 　 　 　 　 　 　 　 液 体 通 路
１ １ 　 　 　 　 　 　 　 液 体 弁
１ ２ 　 　 　 　 　 　 　 弁 体
１ ３ 　 　 　 　 　 　 　 ガ ス 戻 し 管
１ ４ 　 　 　 　 　 　 　 液 体 弁 用 操 作 要 素
１ ５ 　 　 　 　 　 　 　 排 出 口
１ ６ 　 　 　 　 　 　 　 シ ー ル
１ ７ 　 　 　 　 　 　 　 セ ン タ リ ン グ 要 素
１ ８ 　 　 　 　 　 　 　 チ ャ ン バ
１ ９ ， ２ ０ 　 　 　 　 ガ ス 通 路
21.1,21.2,21.3    ガ ス 経 路 制 御 弁
２ ２ 　 　 　 　 　 　 　 絞 り
２ ３ 　 　 　 　 　 　 　 管 路
２ ４ 　 　 　 　 　 　 　 セ ン サ
２ ５ 　 　 　 　 　 　 　 瓶
２ ６ 　 　 　 　 　 　 　 瓶 支 持 体
２ ７ 　 　 　 　 　 　 　 制 御 ロ ー タ
２ ８ 　 　 　 　 　 　 　 圧 縮 ば ね
２ ９ 　 　 　 　 　 　 　 ピ ス ト ン
３ ０ 　 　 　 　 　 　 　 ガ ス 通 路
３ １ 　 　 　 　 　 　 　 絞 り
３ ２ 　 　 　 　 　 　 　 ガ ス 通 路
３ ３ 　 　 　 　 　 　 　 絞 り
３ ４ 　 　 　 　 　 　 　 ロ ー タ
３ ５ 　 　 　 　 　 　 　 タ ン ク
３ ６ 　 　 　 　 　 　 　 タ ン ク 内 室
３ ６ ． １ 　 　 　 　 　 ガ ス 室
３ ６ ． ２ 　 　 　 　 　 液 体 室
３ ７ 　 　 　 　 　 　 　 接 続 部
３ ８ 　 　 　 　 　 　 　 プ ロ ー ブ
３ ９ 　 　 　 　 　 　 　 瓶 支 持 体
３ ９ ． １ 　 　 　 　 　 昇 降 装 置
４ ０ 　 　 　 　 　 　 　 瓶 支 持 体
４ １ 　 　 　 　 　 　 　 制 御 装 置 （ コ ン ピ ュ ー タ ）
４ ２ 　 　 　 　 　 　 　 レ ベ ル 調 節 器
４ ３ ， ４ ４ ， ４ ５ 　 弁
Ｎ 　 　 　 　 　 　 　 　 レ ベ ル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
Ｆ Ａ 　 　 　 　 　 　 　 充 填 要 素
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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